
ヒマワリの種まき 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ６ 号 

５月２２日  

文責：𠮷田誠 

吉松小学校だより 
 

令和８年度  
 【学校教育目標】 志をもって自ら考え、判断し、行動できる吉松っ子 

        ～みんなの幸せが実現できる学校づくりを通して～ 

 

児童集会 

 今回の児童集会は、各委員会の委員長に

よる今年度の活動についての発表でした。

どの委員会も学校をよりよくするために

活動をしていきます。一人一人が主体的に

頑張ってほしいですね。 

 ２０日（水）に、環境委員会の子どもたちが吉松校区青少年健全育成協議会の皆様と一緒に、南門側の学

校畑にヒマワリの種をまきました。これは「花いっぱい運動」の一環として取り組まれているものです。吉

松小学校は、緑豊かな学校で、緑化活動にも力を入れております。夏に、大輪のヒマワリが咲くのを楽しみ

にしています。 

ＪＡ鹿本の皆さんから、とても大きく立派なスイカをいた
だきました。早速、給食で食べましたが、子どもたちは「甘
くて、とてもおいしい！」と喜んでいました。ＪＡ鹿本や生
産者の皆さん、ありがとうございました。 

地域にお住いの平英昭さんからアイリスの花をいた
だきました。とても美しい花で、校長室前に飾らせて
いただいております。ありがとうございました。 



【３年生 まちたんけん】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【４年生 理科の学習】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【６年生 書写の学習】 
 

 「春」という単元で、植物の種を実際に触ってみたり、顕微鏡で観察したりして調べました。「ツル

レイシの種は、ざらざらしているね。」「顕微鏡をタブレットのカメラで覗いて写真が撮れました。」な

ど、それぞれ観察する中で発見があったようです。こうした発見は、学びの楽しさにつながりますね。 

 １９日（火）は朝から雲がない快晴でした。とても暑い日でしたが、３年生は元気に「まちたんけん」に

出かけました。今回は、校区北側地域の道路、土地、建物などの様子を見て回りましたが、子どもたちは

「校区のことを知ることができてよかったです！」と笑顔で答えてくれました。 

 

 毛筆で、「あられ」という字を練

習しました。平仮名は簡単そうで

すが、意外と毛筆では難しいとこ

ろがあります。「文字のつながりを

考えて書く」ということを意識し

て、みんな熱心に取り組むことが

できました。 

種は、植物の種類によって、大きさや

色などが違うことがわかりましたね。 


